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地域連携センターだより地域連携センターだより

婦人科からのご案内

婦人科 副院長

深山 雅人

月 火 水 木 金 土

午前

深山（初診） 梅咲（初診） 梅咲（初診） 千菊（初診） 松原（初診）
交代制（初診）
（第1.2.3週目のみ）

千菊（再診） ☆松田（初診）
9時半～

☆松田（初診）
9時半～

松原（再診） 深山（再診）

受付時間：8：00～11：30
☆は女性です

外 来 診 察 予 定 表

平素より泉州地区の先生方にはたいへんお世話になりありがとうございます。

婦人科は、常勤医4名、非常勤医1名で診療を行っております。

ライフスタイルの変化のなか、各世代のさまざまな要望に応えられるように診療体制を整えてきました。高精細ビ

デオヒステロスコープを導入、外来検査として子宮内腔病変の直視観察が可能になりました。子宮筋腫、子宮内膜症

などの良性疾患は保存的治療を行うとともに、腹腔鏡下、子宮鏡下手術などの低侵襲手術について積極的に取り組

んでいます。また手術支援ロボットda Vinci Xiが導入され、2021年から婦人科良性疾患に対して適応しており

TLHからロボット手術にシフトが進んでおります。骨盤臓器脱手術では、膀胱瘤を伴うものでは腹腔鏡下仙骨腟固定

術を行っています。

婦人科悪性腫瘍は子宮体癌、卵巣癌、子宮頸がんの順に年間50例前後の治療を行っています。かねてより、低侵

襲手術を重視しており、初期子宮体癌に対する腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術や、進行卵巣癌・腹膜癌の多くで審査腹腔

鏡をおこない、切れ目なく迅速な治療を心がけています。一方、開腹による悪性腫瘍手術は従来通り、広汎子宮全摘

や準広汎子宮全摘も実施しており、根治性を重視し傍大動脈リンパ節郭清や腫瘍減量手術も必要とあれば徹底して

行っております。消化器外科や泌尿器科と連携し拡大手術も可能です。

HPVワクチン接種（シルガード9）を受けていただくこともできます。子宮頸部円錐切除では若年者、挙児希望者に

はLEEP療法で切除部分を減らす工夫を行っています。進行子宮頸がんに対する放射線治療はトモセラピーによる

IMRTが行われております。

進行卵巣癌・再発例には、PARP 阻害薬の維持療法、再発子宮体癌にはレンバチニブ、ペンブロリズマブ療法、再発

子宮頸がんにおける免疫チェックポイント阻害剤も数多く行っており、irAEの対応も内分泌内科、消化器内科等と連

携を強化しています。また地域がん連携病院としてがんパネル検査も積極的に導入をすすめております。

以上、婦人科の現状について説明させていただきました。これからもよい治療が提供できるように心掛けてまいり

ます。今後ともご指導、ご支援を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。



和泉市立総合医療センター 地域連携センター
月～金曜日 9：00～19：00まで
土 曜 日 9：00～13：00まで
（但し祝日・年末年始の休日は除く）

TEL: 0725-41-3150 （直通）

FAX: 0725-41-2513 (直通）

休診・代診については、ホームページ（休診案内）をご確認いただくか、

地域連携センターまでお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。

11月の休診・代診について

地域連携センター
予約受付時間

令和6年度 第4回 和泉市立総合医療センター

クリニカルカンファレンスの開催

日 時：2024年11月28日（木）17：30～18：30

1．『 肺癌周術期治療の実際（免疫チェックポイント阻害剤を中心に） 』

和泉市立総合医療センター 腫瘍内科 部長 津谷 あす香

2．『 加齢性難聴への対応 』

和泉市立総合医療センター 耳鼻いんこう科 部長 齋藤 和也

TOPIC 骨塩定量検査 の検査予約を承っております

診察・検査予約依頼書の□骨塩定量（身長： cm / 体重： ㎏）に し、身長と

体重を記入後、FAXいただければ予約票を返信させていただきます。

検査日時：月～金曜日 9：00～16：00

お好きな時間に8番地域連携センターにお越しください。
検査時間は
10分ほどで
終わります！
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